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次の問いの答えを解答マーク欄の0から9にマークしなさい。
ただし，分数は既約分数で表すものとする。
また，根号の中の数値は出来るだけ小さな自然数で答えなさい。
例えば， 272は， 272や2 68と答えるのではなく，4 17と答えなさい。

Ⅰ（必答問題） 次の問いに答えなさい。
⑴　x

2－6y2－5xy＋4x＋11y－5を因数分解すると，  

（x＋ ①  y－1）（x－ ②  y＋ ③  ） である。

⑵　2次不等式ax
2－bx＋15＞0の解がx＜ 

3
2  ， 53  ＜xとなるとき，a＝ ④  ，  

b＝ ⑤ ⑥  である。

⑶　0°≦θ≦90°とする。tanθ＝ 3
7

 のとき，sinθ＝ 
⑦
⑧

 ，cosθ＝ 
⑨

⑩
 

である。

Ⅱ（必答問題） 円に内接する四角形ABCDにおいて，AB＝BC＝10，CD＝6，∠BAD＝60°

のとき，次の問いに答えなさい。

⑴　円の半径は 
⑪ ⑫ ⑬

⑭
 である。

⑵　AD＝ ⑮ ⑯  である。

⑶　AC＝ 
⑰ ⑱ ⑲

⑳
 である。
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Ⅲ，Ⅳ，Ⅴの中から２問を選択し，解答しなさい。
選択科目欄横の選択問題欄に，選択した問題番号を記入しなさい。

Ⅲ（選択問題） Aさんがバスケットボールのシュートを繰り返し行う。1回のシュートで
ゴールを決める確率が常に 

2
5  であるとき，次の問いに答えなさい。

⑴　Aさんが3回シュートをしたとき，すべてゴールを決める確率は 

㉑

㉒ ㉓ ㉔
 である。

⑵　Aさんが5回シュートをしたとき，ちょうど4回ゴールを決める確率は

　　
㉕ ㉖
54  である。

⑶　Aさんが5回シュートをしたとき，2回以上ゴールを決める確率は

　　
㉗ ㉘ ㉙ ㉚

55  である。

Ⅳ（選択問題） 次の問いに答えなさい。
⑴　1から200までの整数について，

　ⅰ　3の倍数または4の倍数であるものは全部で ㉛ 32 33  個ある。

　ⅱ　4で割ると3余り，6で割ると1余るものは全部で 34 35  個ある。

⑵　200!は10で 36 37  回割り切れる。
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Ⅴ（選択問題） AB＝15，BC＝8である△ABCにおいて，∠BACの二等分線と辺BCの交点

をDとすると，BD＝5である。次の問いに答えなさい。

⑴　AC＝ 38  である。

⑵　∠BACの外角の二等分線と直線BCの交点をEとすると，CE＝ 39 40  であ

る。

⑶　辺ACを7：3の比に内分する点をFとし，直線BFと線分AEの交点をGとするとき，

AG：GE＝ 41 42 ： 43 44  である。

 〔数学問題終了〕




